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ラオス通信。
佐野志帆さんの

vol.４

ラオスの豊かな自然
 佐野さんは兵庫県の出身。青年海外協力隊とし
て現地で活動した経験をもとに、佐野さんが見
て触れて感じたラオスを教えていただきます。

東京オリンピック・パラリンピック2020で村が
「復興『ありがとう』ホストタウン」を務めるラオ
スってどんな国？佐野さんのリポートで素朴な疑問
に応えます。きっとラオスが身近になりますよ！

次回は

　  ラオスの家族のあり方

　　　　　       を紹介します!

地域おこし協力隊
いいたてDIARY
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　11月16日から1週間かけて、キャンピングカー
で村内を巡りながらの地図作り企画を実施しまし
た。「私だけが知っている小さな飯舘」をテーマ
に、小さな祠や小屋、岩や樹木の並びなど、村の
人も知らないような風景を探す旅。途中神社や村
民の方のお宅に停泊させていただきながら、普通
の地図には載らないような隠れた魅力をたくさん
発見しました。
　夜はキャンピングカーで毎日プチ飲み会。お酒
を飲む機会が減りがちな車文化の村では寝泊りで
きる移動式の飲み屋もありだなーと感じながら毎
晩しっぽりお酒を酌み交わしていたのでした。
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 Instagram
インスタグラム

 Facebook
フェイスブック

［Bound for IITATEプロジェクト］ 一緒にキャンピングカー
旅をした矢野淳さんが作
成する手描きの地図。広
げると畳2枚分ほどの大
きさになります！

今月のライター

松本 奈  々さん

飯舘村地域おこし協力隊

  キャンピン
グカーの旅が
  見られます

象使いの
訓練中！
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（令和２年 10 月 31 日現在）
ひとのうごき

人口 　　　今　月　（前月比） 
男	 2637 人	（－10）
女	 2645 人	 （－9）
計	 5282 人	（－19）

世帯数	 1838 戸	 （－2）

10月１日～ 31日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 2 人
転出	 13 人
出生	 １人
死亡	 9 人

（住民基本台帳人口）

（10月21日から11月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

お く や み

ご冥福をお祈り申し上げます

氏　　　名 年齢 行 政 区

庄　司　千　代 95 小宮

赤石澤　笑　子 83 大久保・外内

村　上　テルヨ 92 上飯樋

鎌　田　タカ子 83 伊丹沢

赤石澤　幸　子 88 小宮

〈ふるさと資源〉 発掘図鑑

皆さんのおすすめの景色、好きなものを紹介するコーナーです。あなたの「推し」を
広報紙に掲載してみませんか。掲載についてのお問い合わせは村づくり推進課企画係
☎0244-42-1613までお気軽に。

撮影 高橋松一さん（二枚橋・須萱）
文化祭で展示されていたトラクターがかっこよかっ
たため、パシャリ。こいつで作業してみたいな。

撮影 杉岡村長 ※インスタグラムから引用

村には宝がたくさん。子ども、
人、食、農、伝統、言葉、風景、
心根。愛してやまないもの。それ
が「ふるさと資源」です。
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